






















































































































シュタイナー/4 章再頻出。（第 3 章人名）
圧巻ともいえる最終第 4 章で白川は、「一九二
二年に発表されたシュタイナーの『国民経済講
座』がマリノフスキー、M・モースの著作と同時
代に生まれ、こうした思考は世界的危機を背景に
現れてきたのだということを忘れないでおこう」
―と前置きしている。シュタイナーの経済理論
を救出するかのように追いつつ贈与との連絡路を
探してゆく。
ここでの特色は、マルクスの受動的な想定とは
違う「労働」観を強調した点だろう。そして白川
は、シュタイナーの提示する概念「才知（精神）」
に光を当てる。
モースの人類学的アプローチとシュタイナーの
応用社会学研究　2020　№ 62　191
経済学的アプローチはいずれもが贈与に注目して
いる。貨幣や市場中心の活動ではない贈与の世界
が古代から拡がっていて、それがあるからこそ経
済活動が動いているという立場に白川は立つ。芸
術活動においても贈与は出発点にあり、（商品化
とは逆の方向である）贈与実践の好例に、そもそ
もは無銘とも呼ぶべき存在だったヘンリー・ダ
ガー、フェルディナンド・シュヴァル、ミロスラ
フ・ティッシー、（＊今なら乳母であったスト
リート写真のヴィヴィアン・マイヤーも？）らの
アウトサイダー・アートを白川は「はるかな未来
へ向けての贈与なのだ」と主張し合点がゆく。
新たな人文知を希求する学際的挑戦の最後で、
著者は「［……］芸術活動、芸術作品がモースの
いう「全体的社会的事象」の中で贈与として活動
して行く姿を私は見とどけたい」「なぜなら人が
この世に生をうけ、生きて死んで行く事実こそが、
（反対贈与が不可能な―評者））自然、世界、死
者からの贈与だとしか言えないからだと私は思っ
ている。不思議さ以上に、この絶対的受動性とい
う事実への認識が、贈与活動を、これまでの数万
年にわたる人の社会的活動をつくり出してくる原
動力になってきたからである」と結んでいる。
シンボル交換の根幹を形成する贈与活動の持つ
重要性について誰かに熱く語ってもらえた記憶が、
実のところ評者には一度もなかった。あえていっ
てしまえば、学術界の思いとは裏腹に『贈与論』
の一般的な認知度はきわめて低い。白川がそうで
あったように、経済学の専門家から芸術活動の価
値形成について蒙を啓かれた経験もなかった。こ
のこと自体が私たちが単純な市場中心の視点だけ
にいかに毒されてきたかを物語っている。
アダム・スミス、ニコラス・ルーマン、シルビ
オ・ゲゼル、アネット・ワイナー、ハンス・アビ
ング、松宮秀治、山本和弘、アマルティア・セン、
ヘンリー・ダーガー、フェルディナンド・シュ
ヴァル、ミロスラフ・ティッシー、アーリマン、
ルシファー、キリスト。（第 4 章人名）
